
＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

１．農林漁業教育の⽀援に向けた調査・検討
① 農林漁業の実態や農林漁業を取り巻く環境について、学校における⽇ごろの教科
学習に役⽴つ教材を作成します。

②参画する外部⼈材の掘り起こしのため、農林漁業教育についての趣旨や、農林漁
業体験を始めとした教育活動についての理解を深める啓発資料を作成します。

③学校教育における外部⼈材に最低限必要となる⽔準について調査・検討します。

２．外部⼈材を掲載するオープンリストの作成
学校関係者が農林漁業教育を⽀援する外部⼈材を探すことができるよう、必要最
⼩限の要件を満たした希望者を掲載する⼀元的なオープンリストを作成します。

※ オープンリストへの登録者は「農林漁業教育サポーター」などの呼称を想定。農林漁
業従事者、 地域レベルでの農林漁業団体の職員、⾷品事業者、⾷育の⺠間資
格を有する者等が登録することを想定。

○ 農林漁業教育サポート事業
＜対策のポイント＞
⾷を⽀える農林漁業及びその関連産業についての理解と関⼼を⾼めるための農林漁業教育が円滑かつ効果的に実施されるよう、農林漁業従事者を始めとし
た外部⼈材による教員等の学校教育関係者のサポートとして、農林漁業教育の⽀援に向けた調査・検討及び外部⼈材を掲載するオープンリストの作成を実
施します。

＜事業⽬標＞
第５次⾷育推進基本計画の⽬標の達成

＜事業の流れ＞
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２オープンリストの作成
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